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平成25年9月 
文部科学省高等教育局国立大学法人支援課 



国立大学法人等の施設の設備等に必要な資金の貸し付け及び交付、国立大学法人等の財務及び経営に関する調査
研究などの業務を行うことにより、国立大学法人等の教育研究環境の整備充実並びに財務及び経営の改善を図り、
もって国立大学法人等における教育研究の振興に資することを目的とする。 

法人の目的 

１．事務・事業の見直し 
 
 第２期中期目標期間に徹底した既存事業の見直しを
行った結果、国立大学法人等が、より一層、活性化及
び発展するとともに、公的使命を果たし、社会に貢献 
できるよう支援するため、融資等業務に特化した以下 
の事業を確実に実施する。 
 
（１）施設費貸付事業の充実 
 

 ・ 国立大学附属病院の収支状況等実態に即した審 
  査基準の実施 
 

 ・ 国立大学附属病院としての公的使命・役割をフォ 
  ローアップ 
 

（２）施設費交付事業の充実 
 

 ・ 安定的な財源の確保 
 

 ・ 資産規模や自己収入等の差異に影響されない支  
  援の実施 

２．組織の見直し 
 
○審査機能の充実 
 

 ・ 現行の仕組みより、より適切で、大学や病院の教育  
  研究の充実や機能強化に資するような審査が実施 
  できる体制の整備 
 

 ・ 国立大学附属病院としての公的使命・役割の在り 
  方を検証する体制の整備 
 

３．運営の効率化及び自律化 
 
○人件費・管理運営の適正化 
 

 ・ 給与水準については、監事による監査等において  
  厳格にチェックし、引き続き適正な水準を維持 
 

 ・ 必要な事務・事業は確実に実施しつつ、更なる既存  
  事業の徹底した見直し、効率化等により一般管理費  
  を削減、業務の効率化を図る 
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事務・事業の見直しについて 

目 的：国立大学法人等の施設の整備等に必要な資金の貸付及び交付、国立大学法人等の財務及び経営
    関する調査研究などの業務を行うことにより、国立大学法人等の教育研究環境の整備充実並び
    財務及び経営の改善を図り、もって国立大学法人等における教育研究の振興に資することを目
    とする。 
 

事 業：①施設費貸付事業 
     ⇒国立大学法人等に対し、文部科学大臣が定めるところにより、土地の取得、施設の設置 
      若しくは整備又は設備の設置に必要な資金の貸付け（施設費貸付事業）を行うこと。 
      民間では対応が困難な長期・固定・低利の貸付業務等、国がすべき業務。 
    ②施設費交付事業 
     ⇒国立大学法人等に対し、文部科学大臣が定めるところにより、土地の取得、施設の設置 
      若しくは整備又は設備の設置に必要な資金の交付（施設費交付事業）を行うこと。 
    ③旧特定学校財産の管理処分、④承継債務償還 

 財務省理財局(平成24年5月) 
財政融資資金本省資金融通先等実地監査 
 
（抜粋） 
将来にわたって財政融資資金の償還確実性等を
確保する観点から、現在行っている取り組みの
精度を高める必要が認められるため、所要の検
討・改善を求める。 

会計検査院(平成24年10月)実地検査 
 
（抜粋） 
貸付事業については、貸付の適否を十分に判
断できる審査が実施できるよう、個々の附属
病院や国立大学法人の収支状況等に即した適
切な審査基準等を定めること 
 
交付事業については、同事業の趣旨に沿って
限られた財源の有効活用が図られるよう、国
立大学法人等の自己収入等の獲得額の格差等
を考慮した営繕事業費の配分方法について、
本省と協議しつつ検討するとともに、今後の
財源の見込みについて十分に検討すること 

 施設費貸付事業の審査基準の見直し検討 
 

  (1)財務状況の審査 
   ①財務償還可能額 ②債務償還可能年数 ③完済までの収支計画  
   についてより厳格な審査 
  (2)大学病院の公的使命の確認 

次期中期目標期間における事務・事業の見直しの方向性 
 ①施設費貸付事業 
  (1)貸付業務の充実 
   ・国立大学附属病院の収支状況等実態に即した審査基準の実施 
   ・国立大学附属病院としての公的使命・役割をフォローアップ 
  (2)審査機能の充実 
   ・民間の金融機関と同様な審査体制の構築 
   ・国立大学附属病院としての公的使命・役割の在り方を検証 
 ②施設費交付事業 
  (1)交付業務の充実 
   ・安定的な交付財源の確保 
   ・資産規模や自己収入等の差異に影響されない支援の実施 
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文部科学省独立行政法人評価委員会 
(平成25年8月)評価 
 
（抜粋） 
調査研究事業は重要性に鑑み、継承されること
を期待 
 
国立大学の運営に欠かせない重要な事業の推進
に人員が十分に配置されているか、必要に応じ
て検討することを期待 

評価 

【施設費貸付事業の充実】○個々の大学病院の財務状況に最適な貸付の実施 ○大学病院の財政基盤の安定化、患者サービスの向上 
【施設費交付事業の充実】○施設・設備の長寿命化 
 ひいては、○医学教育・研究の進展 ○地域医療の充実 ○キャンパス環境の充実 
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